
飯塚市

CONTENTS

社協だより

ひとづくり ささえあい つながる 地域の福祉情報誌

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金の一部、皆様方の寄付金により発行させていただいております。

P1
P2-3
P4
P5
P6
　
P7
P8

こそだてひろば
事業計画
福祉体験点字・介護保険職員募集
防災手ぬぐい・おやっとこっと開催案内
料理コーナーとほっこりほっとエピソード・
アートトラックチャリティー撮影会・苦情解決
ご寄付のお礼・お詫び
認知症サポーター市民講座＆フォローアップ講座・
傾聴ボランティア養成講座・おいしいコーヒーの淹れ方講座・
心配ごと相談

No.62
発行日 2026年
6月1日

ホームページは
こちらから

LINEのお友だち
追加はこちらから

I I Z U K A

穂波地区で行う「こそだてひろば」は、
ベビーマッサージやスキンシップ遊びを
取り入れています。
遊びのあとは、お茶会をしながら情報交換も♪
お母さんもお子さんも笑顔になれる、
素敵な交流の場所になっています。

お母さんもお子さんも
みんな笑顔に！
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　誰もが安心して暮らせるまちをつくるためには、地域の中でお互いを思いやり、支え合う
「地域共生社会」がとても大切です。飯塚市社会福祉協議会では、この考えを大切にしなが
ら、地域のみなさんや自治会長さん、民生委員・児童委員さん、福祉委員さんなど、日頃から
地域を支えてくださっている多くの方々と力を合わせ、身近な福祉活動を進めています。
　高齢者の見守りや子どもたちの育ちを支える活動、地域のつながりづくりなど、さまざまな
取り組みを通して、誰もが安心して暮らせる環境づくりを目指しています。これからも、地域の
声に耳を傾けながら、支え合いの輪がさらに広がるまちづくりに取り組んでまいります。

　市民のみなさんからの賛助会費や寄付金、赤い羽根共同募金の
配分金を財源として地域福祉活動を推進しています。

令和8年度 社会福祉法人 飯塚市社会福祉協議会

基本方針

事 業 計 画

令和8年度 法人全体収入支出予算

9億5,831万円

人件費
55.7%

5億3,369万円

事務費
12.5%

1億1,956万円

次年度繰越金
11.7%

1億1,244万円

事業費
10.1%
9,684万円

積立預金等
その他の支出 7.4%
7,086万円

助成金 2.6%
2,492万円

介護保険
事業収入
41.6%

3億9,900万円

前年度繰越金
14.0%

1億3,440万円

障害福祉
サービス等
事業収入
9.7%

9,307万円

受託金
（市・県）
13.4%

1億2,867万円
飯塚市補助金 5.7%
5,500万円

積立預金
取崩収入 9.6%
9,171万円

寄付金等
その他の収入
1.9%

1,773万円

筑穂保健福祉
総合センター
管理運営補助金

2.2%
2,138万円

共同募金配分金収入
1.4%

1,290万円
事業収入 0.5%
445万円

支出収入
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2. ボランティア活動の推進

4. 福祉教育の推進や福祉の啓発

・福岡県共同募金会飯塚市支会との連携
・街頭募金、法人募金、職域募金など

6. 共同募金の協力

8. 社会福祉法人の地域公益活動の
　取り組み

5. 高齢者・障がい児者の
　福祉サービス事業

7. 施設管理や収益事業

3. 地域生活支援に係る総合的な
　事業の推進

・ボランティア団体の活動支援
・ボランティアの育成、スキルアップ
・特技ボランティアの登録
・ボランティア保険の受付
・災害時におけるボランティア活動の
　支援体制の整備

1. 地域福祉活動の推進

・ホームヘルプサービス
・子育て世帯訪問支援事業
・デイサービス
・ケアプランサービス
・認定調査事業（障害支援区分）
・特別養護老人ホーム 筑穂桜の園
・筑穂地域包括支援センターの運営
・穂波東地域包括支援センターの運営
・留学生育成事業
・高齢者住宅等安心確保事業
・「食」の自立支援事業（配食サービス）

・福祉教育や総合学習の支援
・社協だよりやホームページによる情報の提供
・みんなの健幸・福祉のつどい
・認知症サポーターの養成

・本会は、地域における社会福祉法人相互の連携
強化と情報共有を推進するため、社会福祉法人連
絡会の事務局機能を担い、その運営を支援する
　連絡会を通じて、法人間の協働体制の構築、課題
解決に向けた協議、研修等の企画運営を行い、地
域福祉の向上を図る

【令和７年度活動実績】
・防災手ぬぐいの製作「飯ばい手ぬぐい」
・市内小・中学校福祉体験学習の協力
・ライフレスキュー事業連絡会の開催
・生活困窮者の相談支援

・地域福祉関係団体との連携
・福祉委員活動の推進、高齢者の見守り活動
・生活支援体制整備事業
・第１層協議体、第２層協議体の運営支援
・生活支援コーディネーターによる地域ニーズの把握
・生活支援サポーター養成講座
・社会資源調査・介護予防講師派遣
・ふれあい・いきいきサロンの活動支援
・こそだてひろば、おやっとこっと
・こどもの居場所づくり
　推進事業（基金）

・筑穂保健福祉総合センターの管理運営
・有料広告（公用車輛広告、社協だより広告）
・自主財源の確保
　飯塚市小型自動車競走場（オートレース）
　自動販売機設置事業

・心配ごと相談事業
・日常生活自立支援事業
・法人後見事業
・「終活」サポートの仕組みと体制づくり
・生活福祉資金の受付
・重層的支援体制整備事業
　　　　　引きこもり支援
・ふくおかライフレスキュー事業
・車いす、松葉杖の貸出し事業

いい



　飯塚市内の小中学校で、福祉体験（出前授業）を開催しています。今年度より、高齢者疑似体験セットの大
人用を補充いたしましたので、中学校での授業も受け付けています！体験の中で様々な気付きを得られる場
ですので、お申し込みをお待ちしています！

令和8年度 福祉体験校についての案内
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【内　容】車椅子体験、アイマスク体験、高齢者疑似体験、ボッチャ体験、点訳体験、手話教室
【お申込み・お問い合せ先】飯塚市社会福祉協議会　ボランティアセンター
　　　　　　　　　　　 〒820-0011 飯塚市柏の森956-4　☎0948-23-2210　FAX 0948-23-2262

＊HPから福祉体験校計画書のダウンロードが可能ですので、そちらでもお申込可能です。

①穂波支所ケアプランセンター
介護支援専門員（契約職員1種）

・勤務地　穂波支所ケアプランセンター
　　　　　(飯塚市忠隈522-3 穂波ふれあい会館内)
・資　格　必須：介護支援専門員

ボランティア団体キャンドル　井堀会長より
～人の手を通じて作り出す、目の見えない方への温もりの文章を作っています～

～下記職種を募集しています～

　30年以上、点訳活動を行っています。ボランティアの方は皆、誰かに読んでもらいたいとい
う思いで点訳活動を行っています。時には、福祉教育として小中学校で点字の大切さについ
て子どもたちに教えたり、目の見えない方で点字が読めない方にも、ボランティアさんが読め
るように教えています。点字図書もご希望の方には発送できます。点訳に興味のある方、読め
るようになりたい方のために年1回点訳ボランティア養成講座を開催していますので、興味の
ある方は社協までぜひご連絡ください！

点訳活動の様子

②訪問介護
サービス提供責任者（契約職員1種）

・勤務地　飯塚市社会福祉協議会 飯塚支所
　　　　　(柏の森956番地4)
・資　格　いずれか必須：介護福祉士、看護師、ヘルパー1級、実務者研修修了者

③訪問介護
登録ヘルパー（パート職員）

・勤務地　飯塚市社会福祉協議会 飯塚支所
　　　　　(柏の森956番地4)
・資　格　必須：介護職員初任者研修修了者（旧ヘルパー2級）
　　　　　いずれか必須：旧ヘルパー1級、介護職員実務者研修修了者、
　　　　　介護福祉士、看護師

＊詳細については、下記にお気軽にお問い合わせください。
　飯塚市社会福祉協議会　介護保険課　担当：多田（ただ）　TEL：0948-43-3602

職 員 募 集
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　飯塚市ボランティア連絡協議会では毎年防災に対する意識
付けを行う研修として防災運動会を行っています。昨年度は大
牟田市の『お助け手ぬぐい』を参考に、災害時に意思伝達を支
援する手段として『防災てぬぐい』を作成しました。
　手ぬぐい作成のために、飯塚市ボ
ランティア連絡協議会、飯塚市社会福
祉法人地域公益活動連携協議会、日
本赤十字社飯塚市地区の関係者の方
たちが７月、９月、11月に1回ずつ集
まってワークショップを開催し、ネーミ
ング・手ぬぐいの表示内容・イラスト
等を討議し参加者全員で検討しまし
た。そして、飯塚市の防災てぬぐい「飯
ばいてぬぐい」が完成しました！

『防災手ぬぐいワークショップ』を開催しました『防災手ぬぐいワークショップ』を開催しました

いい

子育てサロン「おやっとこっと」開催します！
　飯塚市社協では、未就学児とその保護者を対象とした子育てサロン
「おやっとこっと」を毎月開催し、参加者同士おしゃべりを楽しみながら育児に
関する情報交換をしています。　妊婦さんの参加も大歓迎です！
　ぜひ遊びに来てください♪

【対象者】未就学児とその保護者、妊婦（原則、飯塚市在住の方）
【定　員】各回10組　【参加費】100円　【開催スケジュール】開催時間　10：00から1１：３0まで
【お申込み・お問合せ先】 飯塚市社会福祉協議会　穂波支所　☎0948-29-5520

6月18日（木） 筑穂保健福祉総合センター （飯塚市長尾911番地1 ☎0948-72-3085） 6月1日（月）
7月16日（木） 穂波ふれあい会館 （飯塚市忠隈522-3 ☎0948-29-5520） 7月1日（水）
8月20日（木） 庄内保健福祉総合センター　ハーモニー （飯塚市綱分771-1 ☎0948-82-4736） 8月3日（月）
9月17日（木） 立岩交流センター （飯塚市新立岩8-13 ☎0948-23-6000） 9月1日（火）
10月15日（木） 庄内保健福祉総合センター　ハーモニー （飯塚市綱分771-1 ☎0948-82-4736） 10月1日（木）

日にち 申込開始会　場
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福祉サービス苦情解決事業

　長年、お仕事と地域のために意欲的に活動されていたT
さん、その陰では奥様が家のことをしっかり守ってくれてい
ました。地域の活動も落ち着き、家のこともお手伝いできる
ようになったときに奥様が病で倒れました。病状も回復し、
家で療養することになりましたが、足元がふらつき長くは立
てなかったので、Tさんは、今まで自由にさせていただいた感謝を込めて毎
日奥様のためにしたこともなかったお料理を作り始めました。食が細いの
で少しづつ食べれるようにといろんな種類の小鉢を用意した、不器用なが
ら愛情たっぷりのモーニングをご紹介します！

ほっとエピソードりこっほ ～奥様のために感謝を込めたモーニング～

〇ほっと一皿　サッとできる！夏バテ防止スタミナチャーハン

　令和8年3月29日（日）、飯塚オートレース場にて開催されたアートトラックの
チャリティー撮影会を通じて、九州アートトラック愛好会エンド★ラスト様（代表：熊
谷 博幸様）より、多額のご寄付をいただきました。
　当日は天候にも恵まれ、全国各地から大小さまざまなアートトラックが集結しま
した。色鮮やかな電飾やこだわりの装飾が施された車両が並び、会場を訪れた多
くのファンの皆さまを楽しませていました。
　九州アートトラック愛好会エンド★ラスト様
は、交通遺児支援や社会福祉への募金活動
に長年取り組まれており、今回の撮影会でも
温かいお気持ちを寄せてくださいました。
　いただいたご寄付は、地域福祉活動の推
進等に大切に活用させていただきます。温か
いご支援に心より感謝申し上げます。

アートトラックチャリティー撮影会開催

福祉施設・事業所や在宅等で提供される福祉サービスに関する苦情の解決を図る事業です。
対象者は、現在福祉サービスを利用している方やその家族の方、契約内容を把握されている方等です。
福祉サービス利用時の苦情について、事業所と話し合いで解決しない場合は、御相談ください。
※内容に応じて他の機関をご案内することがあります。

福岡県運営適正化委員会事務局　電話 092-915-3511　毎週月曜～金曜、9時～17時問い合わせ先／
（※祝日及び年末年始を除く）

牛ミンチ…200ｇ
生姜・にんにく…お好みで
砂糖…9ｇ（大さじ1程）
濃口しょうゆ…45ｇ（大さじ2半程）
ほうれん草…お好みで
卵……3個分
ご飯……2合分　
油……適量
ごま・刻みのり

【材料】（3人分）
① フライパンに油を引いて卵を入れてそぼろ卵を作って皿に移しておく。
② 次にAを炒めて、味を付けて弱火で少し煮詰める。
③ ②に湯がいて水気を絞り1㎝ぐらいに切ったほうれん草を入れサッと炒める。
　 ご飯を入れて混ぜ合わせて最後にそぼろ卵を混ぜて、火を止める。
④ お皿に盛りつけて、すりごまと海苔をふりかけて出来上がり。
　 サッと作れてスタミナ満点メニューです。
　 肉そぼろやほうれん草は多めに作って冷凍保存しておけばさらに時短
　 メニューですぐできます。
　 肉そぼろはサラダに混ぜてマヨネーズと和えても美味しいです。

【作り方】

A
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様
）

◇　
　
　
　

椋　
　

本　

髙
木　

真
人
様　
（
故　

美
智
子
様
）

◇　
　
　
　

弁　
　

分　

榎
田　

淳
子
様　

（
故　
　

崇
様
）

◇　
　
　
　

枝
国
一
区　

蓑
原　

信
行
様　
（
故　

美
咲
子
様
）

　
●
頴
田
支
所

《
香
典
寄
付
》

◇　
　
　
　

東

佐

與　

曽
根　

誠
子
様　
（
故　

フ
サ
ヨ
様
）

◇
一
万
円　

小

峠

東　

沖
野　

千
鶴
様　

（
故　

壽
美
様
）

　
●
筑
穂
支
所

《
香
典
寄
付
》

◇　
　
　
　

北

古

賀　

田
中　

憲
育
様　

（
故　
　

幸
様
）

　
●
庄
内
支
所

《
香
典
寄
付
》

◇　
　
　
　

有
　

井　

篠
﨑　

妙
子
様　

（
故　

信
一
様
）

◇　
　
　
　

入
　

水　

渡
邊　
由
美
子
様　

（
故　

友
秀
様
）

　《
一
般
寄
付
》

幸
袋
地
区
社
協

◇　
　
　
　

中　
　

一　

福
間　

二
郎
様

ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
民
の
皆
様
か
ら
飯
塚
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
、福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
し
て

香
典
返
し
等
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
ご
厚
志
に
沿
い
、
飯
塚
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
、

子
育
て
事
業
、
障
が
い
児
・
者
生
活
支
援

事
業
、
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
並
び
に
各

福
祉
団
体
の
活
動
助
成
金
な
ど
へ
大
切
な

財
源
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、寄
付
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し

て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
ご
意
向
に
よ
り
、

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

◇
令
和
八
年
一
月
一
日
〜

　
　

  　

令
和
八
年
四
月
三
十
日
受
付
分

《
香
典
寄
付
》

菰
田
地
区
社
協

◇　
　
　
　

木

の

花　

西
見　

弘
子
様　
（
故　

日
出
夫
様
）

飯
塚
東
地
区
社
協

◇
二
万
円　

三

緒

浦　

金
子　

昭
春
様　

（
故　

孝
子
様
）

幸
袋
地
区
社
協

◇
二
万
円　

三

軒

家　

本
松　

京
子
様　

（
故　

宏
一
様
）

鎮
西
地
区
社
協

◇
三
万
円　

大

日

寺　

合
田　

弥
生
様　

（
故　

直
子
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
上
区　

国
廣　
加
代
子
様　

（
故　

正
義
様
）

◇
三
万
円　

八

木

山　

今
中　

利
治
様　

（
故　

初
美
様
）

楽
市
校
区
西
社
協

◇　
　
　
　

秋　
　

松　

内
田　

信
子
様　

（
故　

利
行
様
）

高
田
校
区
社
協

◇　
　
　
　

高　
　

田　

田
中　
千
奈
美
様　

（
故　

忠
幸
様
）

◇　
　
　
　

見　
　

田　

谷
水　

宏
子
様　

（
故　

照
義
様
）

◇　
　
　
　

舎

利

蔵　

國
丸　

利
彦
様　

（
故　

豊
春
様
）

椋
本
校
区
社
協

◇　
　
　
　

弁　
　

分　

藤
中　

一
江
様　

（
故　

成
利
様
）

◇　
　
　
　

天　
　

道　

谷
下　
都
司
子
様　

（
故　

喜
保
様
）

頴
田
地
区
社
協

◇　
　
　
　

東

佐

與　

曽
根　

誠
子
様　
（
故　

フ
サ
ヨ
様
）

◇
一
万
円　

小

峠

東　

沖
野　

千
鶴
様　

（
故　

壽
美
様
）

筑
穂
地
区
社
協

◇　
　
　
　

大　
　

野　

渕
上　
美
代
子
様　

（
故　

隆
様
）

◇　
　
　
　

大　
　

分　

安
部　

淨
子
様　

（
故　

文
一
様
）

◇　
　
　
　

大
分
駅
前
団
地　

津
野　
ユ
キ
ヱ
様　

（
故　

肇
様
）

◇　
　
　
　

山　
　

口　

芳
野　

正
孝
様
（
故　

多
美
子
様
）

◇
三
万
円　

馬　
　

敷　

溝
上　

由
佳
様
（
故 

瓜
生
幸
治
様
）

◇　
　
　
　

馬　
　

敷　

瓜
生　
ツ
ヤ
子
様
（
故　

美
代
士
様
）

◇　
　
　
　

馬　
　

敷　

瓜
生　

茂
代
様　

（
故　

政
喜
様
）

◇　
　
　
　

筑
穂
栄
町　

佐
々
木　
千
仭
様
（
故　

美
佐
子
様
）

◇　
　
　
　

北

古

賀　

田
中　

憲
育
様　

（
故　

幸
様
）

◇　
　
　
　

下　
　

揚　

山
上　

和
典
様　

（
故　

春
光
様
）

◇　
　
　
　

桑　
　

曲　

多
田　

博
行
様
（
故　

千
恵
子
様
）

庄
内
地
区
社
協

◇　
　
　
　

有　
　

井　

篠
﨑　

妙
子
様　

（
故　

信
一
様
）

◇　
　
　
　

入　
　

水　

渡
邊　
由
美
子
様　

（
故　

友
秀
様
）

　
　
　
　

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
寄
付

●
筑
穂
支
所
受
付
分

◇　
　
　
　
　

　

松
岡　

惠
子
様　

（
故　

岩
井
惠
美
子
様
）

筑
穂
桜
の
園
へ
指
定
寄
付

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

◇
訂
正
と
お
詫
び

前
号（
令
和
八
年
二
月
一
日
発
行
）に
於
い
て
、

次
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

《
赤
い
羽
根
共
同
募
金 
法
人
企
業
募
金
》

　
（
誤
）　

◇
明
星
山　

了
専
寺

　
（
正
）　

◇
明
見
山　

了
専
寺

　

こ
の
度
、一
般
社
団
法
人
芳
心
会
様（
理
事

長　

村
井
温
様
）よ
り
電
動
昇
降
フ
ル
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
キ
ャ
リ
ー
2
台
を
贈
呈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
導
入
し
ま
し
た
こ
の
車
い
す
の
特
徴

で
す
が
、①
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
時
に
身
体
が
ず

れ
る
こ
と
な
く
姿
勢
を
保
つ
こ
と　

②
横
移

動
が
で
き
る
た
め
、ス
ム
ー
ズ
に
移
乗
を
行
え

る
こ
と　

③
高
さ
が
自
動
で
調
整
で
き
る
た

め
、色
々
な
場
面
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

わ
た
し
た
ち
筑
穂
桜
の
園
は
ノ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
ケ
ア（
抱
え
な
い
介
護
）に
取
り
組

ん
で
お
り
、色
々
な
機
能
を
備
え
た
車
い
す
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、さ
ら
に
入
居
者
様
に
も

職
員
に
も
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
理
想
の

介
護
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

厳
正
な
る
選
考
の
中
、当
施
設
を
選
ん
で
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
筑
穂
桜
の
園

電
動
昇
降
フ
ル
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

キ
ャ
リ
ー
助
成
に
つ
い
て
へ
の
お
礼
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心配ごと相談日（相談の受付時間は、いずれも午後1時～3時）

※飯塚本所（奇数月の第2金曜日）穂波支所（奇数月の第4火曜日）  庄内支所（奇数月の第3木曜日）  筑穂支所（偶数月の第1水曜日）  頴田支所（偶数月の第4木曜日）

◆飯塚本所
◆穂波支所
◆筑穂支所
◆庄内支所
◆頴田支所

飯塚本所 10日 11日
7月 8月 9月 10月

穂波支所 28日
16日

祝日で休み
庄内支所 17日

5日 7日
27日 22日

筑穂支所
頴田支所

☎0948-23-2210
☎0948-29-5520
☎0948-72-3085
☎0948-82-4736
☎0948-92-5855

おいしいコーヒーの淹れ方講座

認知症サポーター市民講座・フォローアップ講座を実施します

認知症サポーター市民講座
【内　　容】 認知症や当事者への理解について学ぶ
【開催日程】 令和8年6月27日（土）10:00～11:30
【場　　所】 立岩交流センター　第４研修室
【定　　員】 30名
【参加要件】 飯塚市内在住もしくは飯塚市内での在勤、在学者
【申込期限】 令和8年６月24日（水）

【日　　時】 1回目：7月1日、 2回目：8日、 3回目：22日の各回13時30分～15時30分
【場　　所】 飯塚市社会福祉協議会 穂波支所  2階 （忠隈522番地3 穂波ふれあい会館内）
【定　　員】 各回 20名（但し定員になり次第締切）
【内　　容】 1回目・2回目は、傾聴基礎講座（新規の方向け、受講経験者の方はフォローアップとして）
　　　　　 3回目は傾聴講座実践編
【申込締切】 6月30日（火）
【問合せ・申込み】 飯塚市社会福祉協議会　ボランティアセンター 杉本・是木 （電話 ０９４８‐２３‐２２１０）

【開催日時】 令和８年６月２６日（金） １３時３０分～１５時
【開催場所】 穂波交流センター 調理室
【講　　師】 オアシス珈琲有限会社 石川 高信 様
【参 加 費】 ５００円（豆代等）
【申 込 先】 飯塚市社会福祉協議会 地域課 電話0948-２３-２２１０

認知症サポーターフォローアップ講座
【開催日程】 令和8年7月11日（土）10:00～11:30
【場　　所】 立岩交流センター　第2研修室
【定　　員】 50名
【参加要件】 認知症サポーター
【申込期限】 令和8年7月8日（水）

傾聴ボランティア養成講座（全3回）開催します

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　地域社会において孤立しがちな人たちの悩みの聞き役となる「傾聴ボランティア」を育成するため、専門の講師に
よる傾聴の基礎と実践を学ぶ講座を開催します。新規受講の方も受講経験者の方もどちらも申込可能です。

　この講座は、年数回、地域の方を対象として認知症について学び、認知症サポーターとして活動していただくきっ
かけとして実施されています。
　認知症があっても住み慣れた地域で暮らしていきたいと考える人々は多く、そうした方々が望む生活を送るため
にも、周囲の理解と支え合いは大切なものになります。地域の中で、認知症に関する正しい知識と理解を持ち、認知
症の人やその家族を見守る・支援する方々が認知症サポーターです。

オアシス珈琲の石川様を講師にお招きし、コーヒーの淹れ方について教えていただきます！
ご自宅や地域で、おいしいコーヒーを楽しみませんか？
受講後は地域のサロンや居場所などでコーヒーを提供していただきたいと思います！

【お問合せ】  飯塚市社会福祉協議会　田上・奥田 （連絡先 電話 ０９４８‐２３‐２２１０）

参加者
募集！

こちらの二次元コードから
お申し込みいただけます→

【申込締め切り】 ６月１９日（金）まで


